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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
八
幡
町
（
現
・
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
出
身
の
国
学
者
、
髙
田
義よ

し

甫な
み
（
通
称
、
喜
太
郎
。
号
は
素
琴
、

子
正
、
鉄
線
。
弘
化
三
〈
一
八
四
六
〉
年
二
月
二
十
二
日
─
明
治
二
十
六
〈
一
八
九
三
〉
年
七
月
二
十
四
日（

（
（

）
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ

い
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
彼
の
教
育
活
動
と
そ
の
実
践
過
程
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
髙
田
は
、
文
久
年
間
に
同
郷
の
西
川
吉
輔
（
文
化
十
三
〈
一
八
一
六
〉
七
月
二
日
─
明
治
十
三
〈
一
八
八
〇
〉

年
五
月
十
九
日
）
か
ら
国
学
を
学
び
、
幕
末
期
に
は
大
森
藩
の
勤
王
化
に
貢
献
し
、
明
治
期
に
は
国
学
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
に
従
事
し

た
ほ
か
、
滋
賀
県
の
水
産
業
界
を
改
革
し
た
人
物
と
評
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
の
評
価
は
、
明
治
二
十
七
年
の
中
山
勘
三
編
『
日
觸

の
石
文（

（
（

』
や
、
昭
和
六
年
の
近
松
文
三
郎
『
髙
田
義
甫
』
と
い
っ
た
、
髙
田
の
事
績
を
讃
え
る
文
献
に
基
づ
い
て
お
り
、
日
本
近
現
代
史

上
に
お
け
る
髙
田
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
彼
が
出
版
業
、
教
育
活
動
、
商
業
、
水
産
業
な
ど
の
様
々

な
職
種
を
経
た
こ
と
は
、
彼
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
よ
り
困
難
に
さ
せ
て
い
る
。

髙
田
義
甫
の
著
述
出
版
業
と
教
育
活
動

　
　
─
明
治
初
期
の
協
力
舎
を
中
心
に
─

髙
　
橋
　
亮
　
一
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こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
稿
は
、
彼
の
国
学
思
想
と
教
育
活
動
の
関
連
性
に
注
目
し
た
。
近
年
の
国
学
研

究
で
は
、
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
国
学
者
た
ち
が
、
明
治
維
新
後
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
従
事
し
て
い
た
の
か
に
注
目
す
る
傾
向
に
あ

る（
（
（

。
相
澤
み
の
り
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
期
の
国
学
者
は
「
没
落
」
し
た
の
で
は
な
く
、
教
育
活
動
な
ど
の
分
野
で
「
近
代
化
に

柔
軟
に
対
応
」
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た（

（
（

。
維
新
政
府
に
出
仕
し
た
国
学
者
や
教
導
職
、
神
職
と
し
て
活
躍
し
た
国
学
者
も
枚
挙
に
遑
が

な
い
も
の
の
、
秋
元
信
英
氏
の
教
科
書
研
究（

（
（

や
、
寺
島
宏
貴
氏
に
よ
る
考
証
資
料
の
分
析（

（
（

、
前
出
の
相
澤
氏
に
よ
る
印
行
社
研
究（

（
（

に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
国
学
者
は
、
教
科
書
編
纂
や
出
版
業
に
携
わ
り
、
明
治
期
の
人
々
に
国
の
成
り
立
ち
や
「
日
本
人
」
と
し
て
の
心
の
在

り
方
な
ど
を
啓
も
う
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た（

（
（

。明
治
期
の
国
学
者
が
出
版
業
や
教
育
活
動
を
と
お
し
て
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
こ
と
は
、

明
治
期
国
学
者
研
究
を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
の
一
視
点
と
な
ろ
う
。

　

本
稿
も
こ
の
視
点
に
立
っ
て
、
髙
田
を
出
版
業
、
教
育
活
動
の
側
面
か
ら
検
討
し
、
彼
の
国
学
者
と
し
て
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
考
察

し
た
い
。
髙
田
の
事
例
か
ら
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
国
学
に
傾
倒
し
た
若
者
た
ち
が
、
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た

の
か
を
知
る
一
事
例
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、明
治
期
に
お
け
る
国
学
者
へ
の
歴
史
的
評
価
に
新
た
な
側
面
を
見
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る（
（1
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
髙
田
義
甫
の
歴
史
的
評
価
と
日
本
近
現
代
史
上
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
考
察
に
あ
た
っ
て

は
、
髙
田
の
基
本
情
報
を
近
松
文
三
郎
『
髙
田
義
甫
』
に
依
拠
し
つ
つ
、
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
髙
田
の
著
作
、
東
京
都
公
文
書
館
の
行

政
史
料
等
を
用
い
る
。

一
、
草
莽
の
志
士
と
し
て
の
髙
田

（
一
）
国
学
と
の
出
会
い

　

髙
田
義
甫
の
生
家
は
干
鰯
肥
料
の
販
売
業
を
営
む
近
江
商
人
の
家
で
あ
り
、「
納
屋
」
と
い
う
屋
号
を
有
し
て
い
た
。
近
松
文
三
郎
に
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よ
る
と
、
髙
田
は
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
二
月
二
十
二
日
に
生
ま
れ
、
十
三
歳
ま
で
岸
田
堂
に
寓
居
し
て
い
た
漢
方
医
の
中
村
淡
水
か

ら
手
習
い
と
読
書
、
漢
籍
と
詩
文
を
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
修
学
時
代
に
お
い
て
、
髙
田
は
、
安
政
五
（
一
八
五
三
）
年
に
近
江
国
に
来

遊
し
た
小
林
卓
斎（
（1
（

、
山
中
静
逸（
（1
（

、
福
羽
美
静
、
西
川
吉
輔
ら
と
出
会
っ
た
。
彼
ら
は
平
田
派
国
学
を
修
め
、
外
国
人
と
の
交
際
（
外
国
交

際
）
に
反
発
し
て
尊
王
攘
夷
を
唱
え
た
国
学
系
尊
攘
派
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　

髙
田
は
こ
の
集
団
か
ら
勤
王
思
想
と
国
学
を
学
び
、
特
に
西
川
を
師
と
仰
い
だ
。
西
川
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
八
幡
町
の
商
家
西
川
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
石
見
国
の
国
学
者
大
国
隆
正
に
入
門
し
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
平
田
没
後

門
人
と
な
る
や
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
よ
り
実
家
宅
に
「
帰
正
館
」（
当
初
は
「
修
正
館
」
と
も
称
し
た
）
と
い
う
門
人
向
け
の
教

育
機
関
（
家
塾
）
を
開
い
て
国
学
を
教
授
し
た（
（1
（

。
西
川
は
、
近
江
の
平
田
派
国
学
者
た
ち
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。

　

西
川
が
修
め
た
国
学
は
、「
本
つ
教
」
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
は
、
大
国
が
弘
化
二
年
に
八
幡
町
を
訪
れ
た
際
に
西

川
へ
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
大
国
の
国
学
の
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
地
球
上
万
国
の
総
王
な
る
天
皇
お

は
し
ま
す
く
に
」
を
「
お
も
ふ
ま
め
こ
こ
ろ
」
こ
そ
が
、
中
国
や
西
洋
よ
り
も
優
れ
た
「
国
忠
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て

「
死
後
か
な
ら
ず
高
天
原
に
い
た
り
て
御
中
主
の
本
源
に
合
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。
こ
の
「
本
つ
教
え
」
は
、
大
国
の
著
作
『
や

ま
と
ご
こ
ろ
』
の
要
約
版
と
考
え
ら
れ
る
。
大
国
は
、
自
分
よ
り
も
他
者
や
国
の
た
め
に
は
た
ら
く
心
の
在
り
方
と
し
て
「
忠
」
を
説
き
、

そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
で
「「
わ
が
国
の
古
伝
説
」
の
優
越
性
及
び
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
日
本
や
天
皇
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
と

同
時
に
尊
ぶ
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
本
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た（
（1
（

。「
本
つ
教
」
は
、
大
国
が
唱
え
た
本
教
学
（
国
学
）

を
学
ぶ
と
き
の
基
本
を
説
い
た
入
門
書
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
髙
田
の
国
学
は
、
ま
さ
に
「
本
つ
教
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
著
し
た
『
大

日
本
帝
国
人
義
務
指
掌
』
の
一
節
、「
国
学
ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
常
ニ
人
ニ
ハ
和
魂
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
具
有
セ
リ
」
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
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き
る
。
こ
こ
で
い
う
「
和
魂
」
は
、『
や
ま
と
こ
こ
ろ
』
の
「
菅
家
遺
誡
」
に
あ
る
「
国
学
ノ
要
ト
ス
ル
所
ハ
和
魂
漢
才
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ニ

ハ
其
蘊
奥
ヲ
極
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
和
魂
を
指
す（
（1
（

。
髙
田
は
、
こ
の
解
釈
を
受
け
つ
つ
、「
怨
恨
我
慢
私
欲
」
に
よ
っ
て

失
わ
れ
な
い
よ
う
日
々
勉
学
に
い
そ
し
み
、「
卑
屈
根
情
ヲ
去
リ
智
識
ノ
高
尚
ヲ
以
テ
万
国
ニ
冠
絶
セ
ン
ト
ス
」
る
よ
う
な
「
剛
強
心
」

を
涵
養
し
て
「
大
日
本
帝
国
ヲ
愛
ス
」
る
こ
と
が
「
和
魂
」
で
あ
る
と
再
解
釈
し
た
。
つ
ま
り
、
髙
田
の
い
う
「
和
魂
」
と
は
、
大
国
の

考
え
方
を
受
け
つ
つ
、
彼
独
自
の
解
釈
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
マ
ケ
ジ
ダ
マ
シ
ヒ
」
を
指
す（
（1
（

。
髙
田
の
考
え
方
は
、「
国
忠
」
を
貫

き
「
御
中
主
の
本
源
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
大
国
の
考
え
方
に
沿
い
つ
つ
も
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
形
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

西
川
の
国
学
教
授
が
八
幡
町
の
実
家
に
あ
っ
た
家
塾
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
大
国
の
「
本
つ
教
」
を
も
と
に
教
授
し
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
髙
田
の
生
活
圏
内
に
は
大
国
─
西
川
の
系
統
に
属
す
る
国
学
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
髙
田
の
国
学

は
大
国
─
西
川
の
系
統
に
類
別
さ
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、「
本
つ
教
」
を
教
授
し
て
く
れ
た
西
川
へ
の
敬
慕
の
証
こ
そ
が
、「
義
甫
」
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
。
文
久
四
（
一
八
六
四
）

年
に
平
田
家
（
平
田
鐡
胤
系
）
門
人
と
な
っ
た
時
、
髙
田
は
西
川
か
ら
「
小
竹
〔
マ
マ
〕迺

舎
」
の
号
を
許
さ
れ
、
西
川
の
「
吉
輔
（
ヨ
シ
ス
ケ
）」

に
倣
っ
て
「
義
甫
（
ヨ
シ
ナ
ミ
）」
の
二
字
を
与
え
ら
れ
た（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
義
甫
」
と
い
う
名
前
は
、
彼
の
国
学
者
と
し
て
の
始
ま
り

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
西
川
と
髙
田
の
強
い
結
び
つ
き
を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た（
（2
（

。
こ
こ
に
、
国
学
者
髙
田
義
甫
の
誕
生
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
大
森
藩
出
仕
と
暗
殺
加
担

　

と
こ
ろ
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
西
川
は
足
利
三
代
塑
像
梟
首
事
件
に
連
座
し
て
捕
縛
、
親
類
預
か
り
の
の
ち
に
幽
閉
さ
れ
た
。
西
川
と
い

う
師
を
失
っ
た
髙
田
は
勉
学
を
怠
り
、
さ
ら
に
芸
妓
「
政
乃
」
と
相
思
相
愛
に
な
っ
て
か
ら
は
素
行
も
悪
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
伯
父
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の
森
五
郎
兵
衛
正
緒
は
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
十
月
に
大
坂
久
宝
寺
町
の
銭
屋
伝
兵
衛
へ
髙
田
を
預
け
置
い
た
。
森
は
、
厳
格
な
商

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
銭
屋
で
髙
田
の
素
行
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

銭
屋
に
お
い
て
髙
田
は
、
干
鰯
販
売
の
帳
場
預
か
り
と
な
り
、
会
計
を
任
さ
れ
た
ほ
か
、「
湖
上
船
舶
、
山
陸
馬
堤
防
の
修
補
等
を
統
括
」

す
る
傍
ら
、
貨
物
窃
盗
を
は
じ
め
と
し
た
不
正
行
為
の
是
正
に
尽
力
し
た
と
い
う（
（2
（

。
し
か
し
、
慶
応
三
年
十
月
の
大
政
奉
還
、
同
年
十
二

月
十
五
日
に
西
川
が
赦
免
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
四
日
後
の
十
九
日
に
伯
父
の
森
が
急
死
し
た
こ
と
に
よ
り
、
髙
田
は
奉
公
先
か
ら
の
帰

郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
三
月
晦
日
、
髙
田
は
、
西
川
の
監
督
の
下
、
親
族
の
承
認
を
経
て
、
伯
父
の
島
崎
敏
兵
衛
を
頼
っ
て
大
森
藩

最
上
家
に
出
仕
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
（2
（

。
翌
四
月
四
日
、
髙
田
は
石
原
村
の
図
司
と
い
う
人
と
と
も
に
大
森
陣
屋
に
伺
候
し
、
陣
屋
か
ら
の

命
で
京
都
五
条
坂
喜
運
寺
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
髙
田
は
小
林
卓
斎
か
ら
漢
学
、
山
中
静
逸
か
ら
漢
籍
を
と
お
し
た
食
糧
管
理
に
関
す

る
経
営
技
術
を
学
び
、
そ
れ
を
藩
内
の
足
軽
た
ち
へ
教
授
す
る
役
目
を
果
た
し
た
と
い
う
。
小
林
と
山
中
は
西
川
の
同
志
で
あ
り
、
西
川

も
出
納
業
務
や
帳
簿
管
理
を
別
の
藩
で
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
い
う
素
行
改
善
と
は
、
髙
田
に
も
そ
う
し
た
技
能
を
身
に

着
け
さ
せ
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
大
森
藩
へ
の
出
仕
は
、
西
川
が
用
意
し
た
素
行
改
善
計
画
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
後
、
指
導
役
と
し
て
の
才
能
を
藩
の
当
局
か
ら
認
め
ら
れ
た
髙
田
は
、
同
年
九
月
よ
り
藩
校
明
道
館
に
お
い
て
田
中
勝
三
と
と
も

に
文
学
の
教
鞭
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
武
芸
の
教
授
は
鳥
越
親
宗
、
丹
野
惣
右
衛
門
が
担
っ
て
お
り
、
髙
田
は
鳥
越
や
丹
野

の
思
想
に
共
感
を
抱
い
た
。
こ
の
思
想
こ
そ
が
、
次
に
見
る
勤
王
思
想
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
大
森
藩
主
の
最
上
駿
河
守
義よ
し
つ
ら連
は
、
鳥
越
か
ら
の
進
言
を
受
け
て
、
勤
王
を
支
持
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
藩

内
に
は
勤
王
派
と
呼
ば
れ
る
派
閥
が
形
成
さ
れ
、
佐
幕
派
と
の
対
立
傾
向
を
深
め
た
。
勤
王
と
佐
幕
は
、
公
武
合
体
を
推
進
し
て
国
の
礎

を
盤
石
な
も
の
と
し
た
う
え
で
、
外
圧
と
対
峙
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
が
、
公
武
合
体
に
お
け
る
支
配
向
の
主
体
に
つ
い
て
前
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者
は
天
皇
家
、
後
者
は
徳
川
将
軍
家
と
見
な
す
点
に
お
い
て
立
場
を
異
に
し
て
い
た（
（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
大
森
藩
に
お
け
る
勤
王
派
・
佐
幕
派

間
の
対
立
構
造
は
、
公
武
合
体
に
あ
た
っ
て
大
森
藩
が
帰
順
す
べ
き
主
君
を
天
皇
と
取
る
か
、
将
軍
家
と
取
る
か
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
外
国
と
手
を
組
み
、「
開
国
」
を
推
し
進
め
た
「
君
側
の
奸
」
を
排
す
る
た
め
に
は
武
力
行
使
も
厭
わ
な
い
と
い
う
「
草
莽

の
志
士
」
が
そ
う
し
た
派
閥
の
中
に
存
在
し
た
場
合
、
首
領
的
立
場
に
あ
っ
た
人
物
は
反
対
派
の
人
々
に
と
っ
て
排
除
対
象
と
見
な
さ
れ

や
す
い
。
事
実
、
大
森
藩
の
勤
王
派
た
ち
、
例
え
ば
鳥
越
や
丹
野
は
「
草
莽
の
志
士
」
で
あ
り
、
佐
幕
派
の
首
領
に
し
て
大
森
藩
主
の
寵

臣
で
も
あ
っ
た
宮
田
忠
左
衛
門
の
暗
殺
を
企
て
て
い
た
。
弱
冠
の
髙
田
は
、
武
力
に
よ
っ
て
「
君
側
の
奸
」
を
排
除
す
る
こ
と
も
厭
わ
な

い
と
い
う
勤
王
派
の
考
え
に
共
感
を
抱
き
、西
田
ら
国
学
系
尊
攘
派
の
教
え
を
こ
の
暗
殺
を
も
っ
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
西
川
が
髙
田
を
大
森
藩
に
送
り
込
ん
だ
の
は
、
近
江
国
内
諸
藩
の
勤
王
化
を
推
し
進
め
る
た
め
に
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
て
明
治
元
年
九
月
十
九
日
、
田
中
勝
三
、
田
中
助
三
郎
、
丹
野
、
山
田
鉱
之
進
（
河
村
信
正
）
と
髙
田
は
、
神
出
山
埋
葬
場
（
現
・

滋
賀
県
東
近
江
市
）
に
お
い
て
宮
田
を
暗
殺
し
た
。
宮
田
の
暗
殺
は
大
森
藩
を
新
政
府
側
へ
つ
か
せ
る
転
換
点
と
な
り
、
大
森
藩
主
は
明

治
新
政
府
へ
恭
順
の
意
を
示
し
た
。
西
川
の
計
略
は
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

宮
田
の
暗
殺
後
、
髙
田
は
大
森
藩
に
出
仕
し
続
け
、
明
治
二
年
正
月
の
版
籍
奉
還
を
迎
え
た
。
大
森
藩
は
版
籍
奉
還
に
応
じ
、
明
治
三

年
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
機
に
藩
主
の
最
上
義
連
は
駿
河
守
を
辞
し
て
士
族
へ
編
入
さ
れ
た
。
大

森
藩
の
解
体
と
同
時
に
、
髙
田
は
職
を
辞
し
て
帰
郷
し
た
の
で
あ
る
。
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二
、
髙
田
と
協
力
舎

（
一
）
上
京
し
た
髙
田
の
行
動

　

明
治
二
年
十
二
月
に
帰
郷
し
て
間
も
な
く
妹
の
死
に
直
面
す
る
と
、
髙
田
は
近
江
の
屋
敷
を
引
き
払
い
家
財
を
整
理
し
て
、
東
京
・
本

郷
元
町
へ
の
移
住
を
決
め
た
。
彼
の
上
京
は
、
国
学
者
や
神
官
と
の
交
流
を
優
先
す
る
た
め
に
あ
り
、
髙
田
一
族
や
家
の
事
情
を
度
外
視

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
親
族
一
同
は
、
こ
の
身
勝
手
な
ふ
る
ま
い
を
受
け
て
、
髙
田
を
事
実
上
勘
当
し
た
。
こ
う
し
て
髙
田
は
、
国
学
を

研
究
す
る
た
め
に
近
江
の
故
郷
や
縁
故
を
捨
て
て
、
明
治
三
年
末
に
東
京
へ
向
け
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
大
日
本
帝
国
人
義
務
指
掌
』
に
よ
る
と
、
上
京
し
た
髙
田
は
、
勉
学
を
と
お
し
て
「
和
魂
」
を
「
磨
励
研
琢
シ
テ
光
輝
ヲ
海
外
万
里

ニ
放
ツ
」
こ
と
が
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
「
最
モ
緊
要
」
で
あ
る
と
考
え
て（
（2
（

、「
和
魂
」
を
啓
も
う
す
る
た
め
の
著
述
出
版
業
を
準
備
し

て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
明
治
三
年
、
漢
学
と
国
学
の
学
問
的
対
立
を
背
景
と
し
て
、
大
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
国
学
者
た
ち
は
京
都
か
ら
東
京
に

移
り
始
め
て
お
り
、
宣
教
使
少
博
士
の
西
川
吉
輔
も
同
年
三
月
五
日
に
免
官
さ
れ（
（2
（

、
東
京
へ
向
か
っ
た
。
東
京
在
留
中
の
西
川
は
、
東
京

に
住
む
公
家
た
ち
や
民
衆
が
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
斜
し
な
い
よ
う
教
導
し
て
い
こ
う
と
奔
走
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
西
川
は
、
明
治
三

年
閏
十
月
か
ら
十
二
月
、
明
治
四
年
十
一
月
か
ら
明
治
六
年
三
月
ま
で
の
二
度
に
わ
た
り
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
年
か
ら
四

年
に
か
け
て
は
、
彦
根
県
（
現
・
滋
賀
県
）
の
官
属
と
し
て
、
郷
里
の
宣
教
活
動
や
神
祇
省
行
政
に
携
わ
る
な
ど
多
忙
で
あ
っ
た
。
加
え

て
、
東
奔
西
走
す
る
西
川
が
東
京
に
長
く
居
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
西
川
に
直
接
会
え
る
機
会
は
当
然
の
こ
と
少
な
か
っ
た（
（2
（

。

　

こ
う
し
た
情
勢
に
あ
っ
て
、
髙
田
は
明
治
四
年
春
に
東
京
日
本
橋
に
着
い
た
。
近
松
の
回
顧
に
よ
る
と
、
明
治
四
年
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
、髙
田
は
現
地
の
黒
江
屋
漆
器
店
の
店
員
と
し
て
働
い
て
い
た
と
い
う
。も
ち
ろ
ん
、こ
の
時
に
は
す
で
に
西
川
は
東
京
に
は
居
な
か
っ
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た
。
そ
の
こ
と
が
、
髙
田
を
明
治
五
年
初
頭
か
ら
著
述
や
翻
訳
活
動
に
従
事
さ
せ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
、
豊
後
の
清
原
道

彦
と
と
も
に
『
通
俗
孛
仏
軍
談
』
を
出
版
し
、
春
頃
に
は
斎
藤
了
庵
の
訳
書
『
英
国
魯
敏
孫
全
伝
』
の
校
閲
に
携
わ
っ
た
。
前
者
は
普
仏

戦
争
の
経
過
を
絵
入
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
後
者
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
物
語
の
全
訳
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
髙
田

は
子
弟
向
け
の
教
科
書
を
つ
く
り
、「
和
魂
」
の
啓
も
う
活
動
も
始
め
、
明
治
五
年
八
月
の
学
制
公
布
後
か
ら
は
、
子
弟
教
育
の
た
め
の

教
科
書
づ
く
り
に
奔
走
し
た
。
例
え
ば
、『
大
日
本
国
地
学
初
歩
』
上
下
巻
や
『
女
学
必
読
女
訓
』（
伊
藤
桂
州
と
共
著
）
は
、
子
ど
も
や

女
性
へ
の
「
和
魂
」
醸
成
を
目
指
す
教
科
書
（
往
来
物
）
で
あ
り
、
忠
君
愛
国
に
沿
っ
て
日
々
の
過
ご
し
方
を
説
い
た
。
こ
う
し
た
経
緯

か
ら
髙
田
は
、「
書
籍
編
修
之
志
」
を
も
っ
た
有
志
た
ち
と
と
も
に
協
力
舎
を
設
立
し
、「
教
育
者
」
と
し
て
の
性
格
を
見
せ
て
い
く
の
で

あ
る（
（2
（

（
髙
田
の
著
作
に
つ
い
て
は
【
表
２
】
を
参
照
）。

（
二
）
協
力
舎
に
お
け
る
髙
田
の
活
動

　

こ
こ
か
ら
は
、
髙
田
の
啓
も
う
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
協
力
舎
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

は
じ
め
、
髙
田
は
幡
藩
松
平
家
菩
提
寺
の
向
島
、
黄
檗
宗
弘
福
寺
（
東
京
府
第
十
一
大
区
第
一
小
区
寺
島
村
三
番
地
、
現
在
の
東
京
都

墨
田
区
西
部
）
に
お
い
て
協
力
義
社
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
た（
（2
（

。
協
力
義
社
は
「
望
ム
所
ノ
引
用
書
」
を
「
著
述
」
し
、「
書
肆
之
内

ニ
テ
望
ミ
ノ
者
エ
頒
売
ナ
サ
シ
メ
、
著
述
者
ニ
専
売
ノ
利
」
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
組
織
で
あ
り
、
明
治
六
年
五
月
十
八
日
の
創
立
認
可

を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た（
（2
（

。
協
力
義
社
は
ほ
ど
な
く
協
力
舎
と
改
名
し
た
こ
と
か
ら
、
協
力
義
社
と
協
力
舎
は
同
一
の
存
在
で
あ
る
。

　

協
力
舎
は
、
編
修
・
書
記
・
庶
務
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、「
童
蒙
を
訓
導
し
、
開
化
を
裨
補
せ
ん
と
す
る
」
た
め
の
書
籍
翻
訳
・
著
述
・

編
纂
活
動
を
主
な
業
務
と
し
た
。
こ
の
業
務
内
容
に
基
づ
い
て
、
舎
内
の
人
員
は
学
問
の
修
学
度
に
よ
っ
て
選
別
・
配
置
さ
れ
、
月
給
制

の
雇
用
契
約
を
交
わ
し
、
一
日
十
一
時
間
と
い
う
勤
務
時
間
の
も
と
で
働
い
て
い
た（
（3
（

。
ま
た
、
社
益
の
三
割
を
社
員
配
当
と
定
め
、
社
内
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で
は
禁
酒
を
徹
底
し
、
七
分
積
み
金
を
行
な
っ
た
点
は
、

質
素
倹
約
を
主
と
し
た
近
江
商
人
の
行
動
原
理
で
あ
る
。

近
江
商
人
の
行
動
原
理
（
経
済
精
神
）
と
は
、
質
素
倹
約

や
勤
勉
、
禁
欲
を
中
心
に
社
会
奉
仕
を
心
が
け
る
こ
と
を

指
す（
（3
（

。
髙
田
の
活
動
は
国
学
の
考
え
に
基
づ
い
て
子
弟
教

育
と
啓
も
う
活
動
を
行
な
う
と
い
う
社
会
奉
仕
目
標
に
向

か
っ
て
、
近
江
商
人
の
行
動
原
理
を
取
り
入
れ
た
も
の
と

見
ら
れ
る（
（3
（

。

　

そ
う
し
た
理
念
の
も
と
協
力
舎
に
集
ま
っ
た
構
成
員

は
、【
表
1
】
に
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
内
、
明

治
七
年
一
月
七
日
付
の
協
力
舎
規
約
制
定
時
に
連
印
し
た

初
期
メ
ン
バ
ー
は
、
髙
田
か
ら
瀧
岡
ま
で
の
十
人
で
あ

り（
（3
（

、
前
田
か
ら
「
西
門
孫
」
ま
で
の
七
人
は
、
会
社
の
規
則
に
基
づ
い
て
雇
用
し
た
雇
用
社
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

雇
用
社
員
の
内
、
国
学
の
校
正
役
で
あ
っ
た
前
田
夏
繁
（
通
称
、
健
次
郎
、
号
は
香
雪
）
は
、
清
水
浜
臣
に
師
事
し
た
前
田
夏
蔭
の
子

息
で
あ
り
、
国
学
の
考
証
技
術
を
身
に
着
け
て
い
た
。
浅
草
で
梅
屋
と
い
う
書
画
道
具
商
を
営
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
前
田
は
髙
田
の
こ
と

を
知
っ
て
協
力
舎
と
の
関
係
を
築
い
た（
（3
（

。
つ
ぎ
に
、
須
川
準
太
郎
は
、
そ
の
詳
細
な
経
歴
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
刑
法
の
手
引
き
書
『
改

訂
律
例
類
輯
』
や
、
行
政
文
書
な
ど
の
定
型
文
を
紹
介
し
た
『
普
通
必
要
明
治
文
証
』
三
冊
を
刊
行
す
る
な
ど
、
従
来
の
手
習
い
に
類
す

る
書
籍
刊
行
に
従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。

【表１】　協力舎の構成員（明治7年当時）

＊�近松文三郎『髙田義甫』58～59頁、および註33の
史料をもとに作成。身分・役職については明治七
年から八年にかけての『官員録』や【表２】に挙
げた文献の奥付、在勤者名を国立国会図書館サー
チにかけて検索ヒットした書誌から特定した。な
お、本表の掲載順は史料に依拠した。
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そ
の
ほ
か
、
在
原
之
義
は
柏
崎
県
第
十
大
区
第
十
二
小
区
（
現
・
新
潟
県
）
の
副
戸
長
で
、
明
治
八
年
に
新
潟
学
校
（
現
・
高
田
高
等

学
校
）
校
監
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
西
南
戦
争
に
従
軍
し
戦
没
し
た（
（3
（

。
津
江
左
太
郎
は
磐
前
県
（
現
・
福
島
県
）
の
官
史
で
、
清

朝
に
関
心
を
持
つ
人
物
で
あ
り
、
明
治
八
年
に
は
協
力
舎
か
ら
『
台
清
記
事
』
と
い
う
台
湾
出
兵
の
記
録
集
を
出
版
し
た
。
髙
田
の
著
作

『
清
国
地
理
小
誌
』
は
、
津
江
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
髙
田
と
津
江
の
中
国
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
三
）
英
国
教
師
の
存
在

　

こ
う
し
た
社
員
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
「
西
門
孫
」
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
明
治
七
年
二
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
髙
田

と
雇
用
契
約
を
交
わ
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
と
見
ら
れ
る
。
髙
田
が
東
京
府
へ
提
出
し
た
「
外
国
人
雇
入

願
」
に
よ
る
と
、
髙
田
は
、「
翻
訳
質
問
」
の
た
め
に
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
を
雇
用
し
、
彼
と
は
社
内
の
「
居
家
一
宇
」
を
無
賃
貸
出
し
、
二

月
か
ら
四
月
ま
で
は
月
給
七
十
円
、
そ
れ
以
降
は
一
頁
の
訳
出
毎
に
五
十
銭
を
与
え
る
歩
合
制
で
契
約
し
た
と
い
う
。
東
京
府
に
こ
の
契

約
を
報
じ
た
五
月
時
点
に
お
い
て
、
協
力
社
は
す
で
に
当
人
を
雇
用
し
て
い
た
た
め
、
外
務
省
は
五
月
十
八
日
に
こ
れ
を
追
認
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た（
（3
（

。

　

サ
イ
モ
ン
ソ
ン
の
存
在
は
、
国
学
者
が
洋
学
と
提
携
し
て
漢
学
と
対
峙
し
た
証
左
で
あ
る
。
明
治
二
年
以
来
、
平
田
派
の
国
学
者
た
ち

は
「
洋
学
者
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
り
、
友
好
的
な
関
係
を
維
持
」
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
学
校
の
存
廃
を
め
ぐ
る
国
学
と

漢
学
の
対
立
関
係
の
な
か
に
あ
っ
て
、
国
学
が
新
興
勢
力
で
あ
る
と
こ
ろ
の
洋
学
と
提
携
し
て
、
漢
学
へ
の
圧
力
を
か
け
る
た
め
で
あ

る（
（3
（

。
髙
田
が
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
を
雇
っ
た
明
治
七
年
時
点
で
は
大
学
校
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
、
国
学
者
た
ち
は
大
教
宣
布
へ
参
画
し
始
め
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
あ
っ
て
も
、
国
学
と
洋
学
の
宥
和
を
は
か
る
姿
勢
は
生
き
残
っ
て
お
り
、
髙
田
も
西
洋
事
物
や
思
想
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
は
寛
容
で
あ
っ
た
。
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サ
イ
モ
ン
ソ
ン
の
和
訳
校
正
作
業
は
、
例
え
ば
、
明
治
七
年
四
月
に
発
行
し
た
『
自
由
譚
』
に
見
ら
れ
る
。
本
書
は
、
彼
の
翻
訳
作
業

に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ（
（3
（

、
ス
マ
イ
ル
ス
の
『
自
助
論
』
や
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
の
「
自
主
自
由
」
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
、

「
明
ら
か
に
俗
の
人
に
（
も
）
対
応
出
来
る
文
体
で
あ
る
こ
と
を
意
識
」
し
た
、
近
世
以
来
の
七
五
調
の
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
。
七
五

調
は
、
詩
歌
の
語
調
を
用
い
て
記
述
内
容
を
容
易
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
教
育
面
で
は
効
果
的
な
手
法
で
あ
っ
た（
（3
（

。

　

し
か
し
、
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
は
同
年
七
月
中
旬
に
病
気
の
た
め
解
雇
さ
れ
た
。
病
気
を
事
由
と
し
た
解
雇
は
、
前
述
の
「
外
国
人
雇
入
願
」

の
別
紙
契
約
書
の
第
十
一
条
に
あ
る
病
気
時
の
解
雇
規
定
（「
傭
中
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
病
ニ
罹
リ
二
十
日
ヲ
過
レ
ハ
□
〔
虫
損
〕費

ヲ
以
テ
相
当
ノ
代
人

ヲ
出
ス
ヘ
シ
、三
十
日
ヲ
経
テ
猶
愈
サ
レ
ハ
此
条
約
ヲ
廃
シ
其
日
ヨ
リ
傭
ヲ
止
メ
候
事（
（4
（

」）が
あ
り
、そ
れ
に
基
づ
く
会
社
の
措
置
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
彼
が
本
当
に
病
気
を
患
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
は
、
同
時
期
に
第
一

大
区
の
東
京
抄
紙
会
と
い
う
製
紙
会
社
に
も
勤
め
て
お
り
、こ
れ
は
協
力
社
と
の
契
約
書
中
に
あ
る「
傭
中
他
ノ
事
務
ニ
関
係
不
致
事
」（
第

七
条
）
に
違
反
す
る
行
為
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た（
（4
（

。
そ
の
こ
と
が
露
呈
し
た
た
め
に
、
違
約
金
を
払
う
こ
と
を
恐
れ
た
サ
イ
モ
ン
ソ
ン

は
、
病
気
事
由
に
よ
る
解
雇
を
演
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
協
力
舎
は
「
童
蒙
を
訓
導
し
、
開
化
を
裨
補
せ
ん
と
す
る
」
た
め
に
、
西
洋
の
事
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

次
章
で
見
て
い
く
よ
う
な
著
作
物
を
発
行
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

三
、
出
版
物
か
ら
見
る
髙
田
の
国
学
思
想

（
一
）
協
力
舎
に
お
け
る
髙
田
の
出
版
物
に
つ
い
て

　

本
章
か
ら
は
、
協
力
舎
の
出
版
物
を
中
心
に
髙
田
ら
の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
【
表
2
】
は
、
協
力
舎
の
社
員
た
ち
が
刊
行
し
た
書
籍
の
一
覧
で
あ
り
、
協
力
舎
が
存
在
し
て
い
た
明
治
六
年
か
ら
八
年
ま
で
の
間
に
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刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
多
く
は
、
髙
田
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
髙
田
は
、
国
学
に
関
す
る
調
査
研
究
、
外
国
書
籍
の

翻
訳
や
、
過
去
に
出
版
さ
れ
た
著
作
の
改
訂
、
子
弟
教
育

に
注
力
し
た
。
国
学
に
関
す
る
議
論
や
個
人
の
見
解
を
述

べ
な
か
っ
た
の
は
、
国
学
の
学
問
的
な
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

髙
田
が
協
力
舎
時
代
に
刊
行
し
た
書
籍
は
、『
唐
音
三

字
経
』『
制
度
沿
革
便
覧
』『
自
由
譚
』『
雅
俗
必
携
』
の

四
冊
で
あ
る
。『
自
由
譚
』は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
ほ
か
の
三
冊
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、『
唐
音
三
字
経
』
は
清
朝
の
羅
浮
山
雪
谷
と
い
う

人
物
に
校
閲
を
受
け
て
、
髙
田
が
著
し
た
「
小
童
の
暗
誦

に
供
す
る
」
読
本
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
は
「
人
之
初
、
性

本
善
」と
あ
る
よ
う
に
、人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て「
善
」

で
あ
る
と
い
う
孟
子
の
性
善
説
を
紹
介
し
た
の
ち
、
父
母

や
師
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
小
林
卓
斎
か
ら
学
ん
だ
漢
学
の
知
見
を
活
か

し
て
、
中
国
の
人
に
校
閲
を
受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

【表２】　協力舎（髙田義甫）が関与した書籍一覧（刊行年降順）

＊�国立国会図書館オンライン、Ciniiの書誌検索（キーワード「高
マ マ

田義甫」）を用いて作成。
出版年については、各文献の奥付や序文の筆記年月を参照した。
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次
に
、『
制
度
沿
革
便
覧
』
は
、
大
政
奉
還
に
よ
る
国
家
体
制
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
役
職
の
名
称
を
列

挙
し
、
三
職
か
ら
太
政
官
制
へ
移
行
し
て
い
く
過
程
を
編
年
体
で
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
地
関
係
や
身
分
制
、
外
国
貿
易

な
ど
様
々
な
事
項
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
て
体
系
的
に
ま
と
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
情
報
の
取
捨
選
択
も
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
、『
雅
俗
必
携
』
は
、
明
治
六
年
九
月
二
日
に
官
許
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
和
綴
竪
帳
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年
に
改
刻
さ
れ

た
際
に
は
横
帳
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
形
状
変
更
は
、
日
々
の
出
来
事
を
書
き
込
め
る
よ
う
な
空
欄
が
設
け
ら
れ
た
点
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
購
入
者
に
本
書
を
日
記
と
し
て
扱
う
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
電
信
使
用
料
金
や
ア
メ
リ
カ
行
き
汽
船
の

発
着
時
間
を
記
載
し
た
よ
う
に
、
商
業
や
貿
易
に
関
す
る
統
計
も
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
現
在
の
シ
ス
テ
ム
手
帳
に
近
い
存
在

で
あ
ろ
う
。

　

内
容
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、
年
号
表
記
が
神
武
天
皇
即
位
紀
元
（
皇
暦
）
を
採
用
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
国
隆
正
が
『
本

学
挙
要
』
に
お
い
て
「
教
主
〔
キ
リ
ス
ト
〕
を
も
と
」
に
し
た
年
号
（
西
暦
）
に
な
ら
い
、「
日
本
国
の
国
体
を
あ
ら
は
し
、
神
武
天
皇

を
本
に
し
て
中
興
紀
元
」
と
す
る
年
号
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
点（
（4
（

を
模
倣
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
髙
田
の
著
作
は
、
大
国
─
西
川
の
国
学
の
考
え
方
に
基
づ
き
な
が
ら
、
性
善
説
や
「
自
主
自
由
」
を
説
き
つ
つ
、
昨
今

の
貿
易
、
市
場
動
向
な
ど
の
最
新
情
報
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）『
新
聞
摘
要
』
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
か
、
髙
田
の
思
想
を
考
え
て
い
く
た
め
の
重
要
な
書
籍
と
し
て
は
、『
新
聞
摘
要
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
唐
音
三
字
経
』

の
よ
う
に
、
子
弟
の
啓
も
う
用
に
編
ま
れ
た
と
い
う
点
か
ら
、
教
科
書
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
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『
新
聞
摘
要
』
は
、
制
度
布
告
、
子
ど
も
や
女
性

に
向
け
た
勧
善
懲
悪
の
逸
話
、
戊
辰
戦
争
に
関
す
る

情
報
、
物
価
・
気
候
、
和
歌
な
ど
を
『
内
外
新
報
前

記
』『
内
外
新
報
』『
内
外
新
報
別
集
』『
中
外
新
聞
外

篇
』『
横
浜
新
報
も
し
ほ
草
』（
以
下
、も
し
ほ
草
）『
公

私
雑
報
』『
市
政
日
誌
』
か
ら
摘
採
し
、
二
十
の
分
類

項
目
（
政
度
、
刑
賞
、
神
祇
、
忠
孝
、
貞
烈
、
功
業
、

発
明
、
文
事
、
釈
氏
、
論
説
、
街
談
、
物
価
、
技
芸
、

巫
祝
、
妓
娼
、
天
災
、
淫
弄
、
悖
逆
、
海
外
）
を
立

て
て
収
録
記
事
を
類
別
し
た
年
鑑
で
あ
る（
（4
（

。
編
纂
は

髙
田
単
独
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
が
、
実
際

に
は
協
力
舎
全
体
で
編
纂
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

序
文
に
よ
る
と
、
幕
末
維
新
期
の
動
乱
に
お
い
て

信
ぴ
ょ
う
性
の
な
い
情
報
が
氾
濫
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
本
書
は
右
に
挙
げ
た
資
料
を
用
い
て
、
情
報
の

「
真
正
」
を
精
査
し
た
。
そ
も
そ
も
、
明
治
初
期
の

新
誌
は
、
明
治
二
年
の
新
聞
紙
印
行
条
例
に
基
づ
い

て
「
官
許
」
を
得
た
も
の
に
限
っ
て
発
行
す
る
こ
と

＊髙田義甫編『新聞摘要』巻之一、巻之二（東京香芸堂、明治五年九月）より作成。

【表３】　『新聞摘要』巻之一、巻之二の全構成
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が
で
き
た（
（4
（

。そ
こ
に
は
新
政
府
派
か
佐
幕
派
か
を
め
ぐ
る
政
治
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、新
誌
は
こ
う
し
た
色
を
反
映
す
る
傾
向
を
持
っ

て
い
た
。
髙
田
は
こ
の
新
誌
の
性
格
に
注
目
し
、
政
治
色
な
ど
の
偏
見
を
排
し
、
客
観
的
で
中
立
的
な
情
報
、
す
な
わ
ち
「
真
正
」
な
情

報
の
み
を
抽
出
し
て
『
新
聞
摘
要
』
に
掲
載
し
た
。
い
く
つ
か
の
新
聞
資
料
を
複
合
的
に
用
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
受
け
て
の
こ

と
で
あ
り
、
厳
正
中
立
を
も
っ
て
情
報
の
真
偽
解
明
を
行
な
う
と
い
う
「
真
正
」
を
体
現
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、『
新
聞
摘
要
』
の
「
真
正
」
は
、
編
集
人
の
主
観
に
基
づ
い
て
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
基
づ
い
て
真
偽
を
見
定
め
た
も
の

に
す
ぎ
な
い
。
実
際
、『
新
聞
摘
要
』
の
全
二
冊
の
構
成
内
容
か
ら
表
題
、
典
拠
記
事
、
分
類
項
目
を
抽
出
し
て
【
表
3
】
の
よ
う
に
ま

と
め
る
と
、
収
録
記
事
は
七
十
五
件
、
そ
の
内
訳
は
「
文
事
」
二
十
七
件
、「
街
談
」
十
六
件
、「
論
説
」
六
件
、「
海
外
」
六
件
、「
刑
賞
」

三
件
、「
功
業
」
三
件
、「
物
価
」
三
件
、「
神
祇
」
二
件
、「
兵
事
」
二
件
、「
政
度
」
一
件
、「
貞
烈
」
一
件
、「
発
明
」
一
件
、「
釈
氏
」

一
件
、「
技
芸
」
一
件
、「
天
災
」
一
件
、「
悖
逆
」
一
件
と
な
り
、「
忠
孝
」、「
巫
祝
」、「
妓
娼
」、「
淫
弄
」
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。

　

ま
た
、「
文
事
」
に
は
和
歌
や
新
聞
各
紙
の
創
刊
の
辞
、「
街
談
」
に
は
巷
談
が
収
録
さ
れ
た
一
方
、「
物
価
」
や
「
海
外
」
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
況
や
物
価
変
動
、
対
外
貿
易
に
関
す
る
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
聞
紙
上
に
お
け
る
「
真
正
」
の
基
準
を
問

い
か
け
た
よ
う
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
発
行
当
時
か
ら
約
五
年
前
に
起
き
た
記
事
で
あ
る
以
上
、『
新
聞
摘
要
』

の
収
録
記
事
に
は
情
報
の
速
報
性
が
な
い
。
そ
の
こ
と
を
反
省
し
て
か
、『
新
聞
摘
要
』
の
一
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
制
度
沿
革
便
覧
』
は
、

テ
ー
マ
別
分
類
で
は
な
く
編
年
体
方
式
で
編
纂
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、『
新
聞
摘
要
』
と
『
制
度
沿
革
便
覧
』
は
、
協
力
舎
に
お
け
る
時

代
考
証
作
業
の
試
行
錯
誤
の
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
三
）
協
力
舎
蔵
版
『
校
正
王
代
一
覧
』

　

協
力
舎
の
啓
も
う
活
動
は
、
そ
の
発
信
方
法
を
め
ぐ
っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
時
に
は
既
存
の
書
籍
に
手
を
加
え
る
こ
と
も
あ
っ
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た
。
そ
の
こ
と
は
、『
校
正
王
代
一
覧
』
の
刊
行
状
況
か
ら
窺
え
る
。

　
『
校
正
王
代
一
覧
』
の
第
一
巻
は
、
明
治
六
年
四
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
書
籍
は
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
林
春
斎
が
刊
行
し
た
『
王

代
一
覧
』
を
定
本
と
し
て
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
明
治
天
皇
即
位
ま
で
の
史
実
を
加
筆
、
編
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、『
校
正
王
代

一
覧
』
に
は
、
押
絵
が
入
れ
ら
れ
て
視
覚
的
な
情
報
を
補
足
す
る
と
と
も
に
、
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
振
っ
た
。
明
治
初
期
、
日
本
国
内
で

は
西
洋
の
歴
史
と
日
本
の
歴
史
を
対
比
し
つ
つ
再
解
釈
し
て
い
く
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、
洋
学
者
と
国
学
者
が
相
競
っ
て
「
歴
史
往
来

物
」
を
刊
行
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
国
学
者
た
ち
の
編
纂
物
は
、
か
つ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
往
来
物
を
増
補
改
訂
す
る
形
を
取
っ

て
い
た（
（4
（

。
こ
の
点
は
、
国
学
の
考
証
作
業
が
往
来
物
の
な
か
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
髙
田
は
後
者
の
分
類
に
属
し
て
国

史
編
纂
に
携
わ
っ
て
、『
校
正
王
代
一
覧
』
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た（
（4
（

。

　

こ
れ
ら
の
出
版
物
か
ら
は
、
国
学
を
中
心
と
し
て
、
漢
学
・
洋
学
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
「
童
蒙
を
訓
導
し
、
開
化
を
裨
補
せ
ん
と
す
る
」

た
め
に
、「
真
正
」
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
髙
田
は
既
存
の
概
念
や
枠
組
み
を
織
り
込
み
つ
つ
も
「
真
正
」

を
明
ら
か
に
し
、
現
代
に
生
き
る
「
和
魂
」
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
宮
武
外
骨
が
福
沢

諭
吉
編
『
世
界
国
尽
』（
慶
應
義
塾
よ
り
明
治
二
年
八
月
に
第
一
巻
を
刊
行
）
の
「
偽
版
」
製
作
に
携
わ
っ
た
髙
田
を
「
ト
ン
ダ
教
育
家
」

と
評
し
た
よ
う
に
、「
真
正
」
へ
と
至
る
道
の
り
に
お
い
て
は
「
真
正
」
と
は
言
い
難
い
こ
と
も
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
（4
（

。

四
、
髙
田
の
逮
捕
と
教
誨
活
動

（
一
）
宮
田
暗
殺
の
露
呈

　

協
力
舎
の
事
業
は
、
宮
田
忠
左
衛
門
の
暗
殺
（
明
治
元
年
九
月
）
が
露
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
八
年
四
月
を
も
っ
て
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
た
。
本
章
で
は
髙
田
の
逮
捕
か
ら
獄
中
生
活
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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宮
田
の
暗
殺
が
露
呈
し
た
き
っ
か
け
は
、
あ
る
殺
人
事
件
の
発
生
に
あ
っ
た
。『
近
江
蒲
生
郡
志
』
に
よ
る
と
、
そ
の
事
件
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
丹
野
惣
右
衛
門
の
妾
、
布
施
い
と
子
が
明
治
四
年
十
月
二
十
六
日
、
酒
に
溺
れ
て
「
傍
若
無
人
の
濫

行
」
を
は
た
ら
き
、
布
施
家
の
「
面
目
を
毀
損
」
し
た
こ
と
か
ら
、
い
と
子
は
熟
睡
中
の
丹
野
を
殺
害
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
と
子
は

殺
人
容
疑
を
も
っ
て
明
治
七
年
頃
に
逮
捕
拘
禁
さ
れ
、
官
憲
に
よ
る
取
り
調
べ
時
に
宮
田
の
暗
殺
に
追
及
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

い
と
子
の
夫
、
布
施
内
蔵
太
は
大
森
藩
最
上
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
も
の
の
、
宮
田
か
ら
日
常
的
に
誹
謗
中
傷
さ
れ
て
自
害
し
た
。
い
と
子

の
仇
討
ち
は
、
の
ち
に
東
京
郵
便
報
知
新
聞
社
の
連
載
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
新
劇
の
題
材
と
な
る
な
ど
、
烈
婦
と
し
て

世
上
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た（
（4
（

。

　

こ
の
事
件
が
周
知
さ
れ
た
の
は
明
治
十
二
年
に
い
と
子
が
出
獄
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
警
察
当
局
は
、
宮
田

の
暗
殺
が
明
治
元
年
中
に
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
、明
治
七
年
以
降
か
ら
殺
人
事
件
と
し
て
捜
査
を
始
め
た
と
見
ら
れ
る
。事
実
、

い
と
子
の
逮
捕
に
よ
っ
て
宮
田
暗
殺
が
露
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、
殺
害
の
実
行
役
で
あ
っ
た
田
中
勝
三
（
春
日
神
社
教
導
職
）
は
、
明
治

八
年
初
頭
に
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
髙
田
は
宮
田
の
暗
殺
に
加
担
し
た
こ
と
を
認
め
て
警
察
に
自
首
し
た
。逮
捕
後
、

髙
田
は
た
だ
ち
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
審
院
の
三
級
検
事
補
藤
井
斎
助
に
よ
る
現
地
視
察
の
上
、
岡
内
権
大
検
事
は

明
治
八
年
一
二
月
に
判
決
を
認
め
た
。こ
う
し
て
滋
賀
県
下
愛
知
郡
第
二
区
妹
村
の
田
中
勝
三
と
、第
三
区
池
荘
村
の
田
中
助
三
郎
は「
謀

殺
条
」「
絞
罪
」、
髙
田
は
明
治
九
年
二
月
七
日
に
懲
役
十
年
が
言
い
渡
さ
れ
、
収
監
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
（4
（

。

（
二
）
獄
中
生
活
と
教
誨
活
動

　

髙
田
の
収
監
先
は
、
司
法
省
の
規
定
に
お
い
て
本
籍
地
に
あ
る
監
獄
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
郷
里
近
江
の
膳
所
監
獄
と
な
っ

た
。
髙
田
が
収
監
さ
れ
る
と
、
西
川
吉
輔
は
福
羽
美
静
と
と
も
に
髙
田
の
助
命
運
動
を
始
め
た
。



髙田義甫の著述出版業と教育活動 120
　

獄
中
に
お
い
て
髙
田
は
「
囚
徒
を
訓
戒
し
又
幽
囚
漫
録
を
著
」
し
た（
（5
（

。
髙
田
は
、
人
の
道
理
に
外
れ
る
行
為
と
は
何
か
（
罪
と
は
何
か
）

を
教
え
諭
す
こ
と
に
よ
っ
て
囚
人
の
更
生
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、『
唐
音
三
字
経
』
に
あ
っ
た
性
善
説
的
な
教

え
を
実
践
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
た
め
の
道
徳
や
倫
理
を
教
授
し
よ
う
と
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
髙
田
の
考
え
る
「
善
」
で
あ
る
。
彼
の
著
作
『
勧
善
義
解
』
に
よ
る
と
、「
善
」
と
は
「
誠
意
正
心
修
身

ノ
己
ヲ
省
ル
ノ
本
ヲ
擱
キ
テ
治
国
平
天
下
ノ
末
ニ
馳
」
せ
る
こ
と
を
指
し
、「
善
ニ
福
シ
淫
ニ
禍
ス
」
と
い
う
「
天
ノ
道
ヲ
己
ニ
行
ヒ
人

ニ
勧
メ
ト
モ
ニ
ヨ
キ
人
ノ
中
間
ヲ
ク
ミ
タ
テ
ル
」
こ
と
を
「
勧
善
」
と
い
い
、「
己
ノ
欲
ス
ル
所
之
ヲ
人
ニ
施
」
す
こ
と
が
「
上
帝
ニ
対

シ
テ
ノ
人
間
ノ
義
務
」
で
あ
る
と
い
う（
（5
（

。

　

こ
の
「
善
」
の
考
え
方
は
、
囚
人
た
ち
へ
の
「
勧
善
」
に
表
れ
て
い
る
。
膳
所
監
獄
は
も
と
も
と
大
津
石
橋
に
あ
っ
た
遊
郭
を
改
装
し

て
で
き
た
た
め
に
、近
く
に
遊
郭
が
あ
っ
て
日
々
喧
騒
と
し
て
い
た
。彼
が
獄
中
で
詠
ん
だ
詩
歌「
欲
界
僲
都
闘
翠
娥
、獄
隣
歌
舞
恨
多
々
、

酷
憐
二
八
美
人
意
、
挙
族
為
養
一
曲
歌
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
遊
郭
の
喧
騒
は
「
遷
善
改
過
せ
し
む
る
に
甚
だ
害
」
す
る
こ
と
か

ら（
（5
（

、
髙
田
は
こ
れ
を
排
除
し
て
「
囚
徒
遷
善
の
楷
梯
を
講
せ
ん
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
「
役
場
学
校
」
を
立
て
て
、
囚
徒
の
徳
化
・「
改

過
遷
善
ノ
楷
梯
」
を
は
か
ろ
う
と
当
局
に
建
議
し
た
。
そ
し
て
、
髙
田
は
「
役
場
学
校
」
に
お
い
て
「
在
囚
の
益
罪
悪
を
学
び
、
悪
交
を

結
ぶ
を
慨
」
す
こ
と
の
意
義
を
教
え
諭
し
た
の
で
あ
っ
た（
（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
教
誨
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
髙
田
の
活
動
は
、
教
誨
制
度
が
確
立
さ
れ
た
明
治
十
年
代
初
頭
よ
り
も
先

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
髙
田
は
明
治
期
に
お
け
る
犯
罪
人
へ
の
教
誨
活
動
の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
の
髙
田
は
、

「
自
主
自
由
」
や
「
真
正
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、「
遷
善
」
＝
「
勧
善
」
と
い
う
考
え
を
生
み
出
し
、「
天
ノ
道
」
を
志
し
て
「
上
帝
」

へ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
の
意
義
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
囚
人
が
囚
人
を
教
誨
し
た
と
い
う
点
で
は
、
罪
を
犯
し
た
者
同

士
の
「
遷
善
」
が
果
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
測
り
難
い
。
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（
三
）
九
皐
義
塾

　

明
治
十
年
九
月
、
髙
田
は
以
上
の
よ
う
な
「
遷
善
」
活
動
や
、
西
川
た
ち
の
助
命
運
動
に
よ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
服
役
年
数
を
待
た

ず
し
て
赦
免
さ
れ
た
。
出
獄
後
、
髙
田
は
東
京
に
は
戻
ら
ず
、
大
津
で
私
塾
「
速
成
義
塾
」
を
開
校
し
た
。
こ
の
塾
は
協
力
舎
の
活
動
を

継
承
し
、
印
刷
活
版
業
と
教
育
活
動
に
携
わ
っ
た
も
の
の
、
一
年
以
内
に
廃
業
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
滋
賀
県
は
明
治
十
一
年
二
月
に
初

等
教
育
機
関
と
し
て
精
成
舎
を
設
立
（
明
治
十
二
年
八
月
廃
業
）
し
、
教
授
の
委
嘱
を
始
め
る
と
、
こ
こ
に
注
目
し
た
髙
田
は
、
新
た
に

私
塾
「
九
皐
義
塾
」
を
開
い
て
民
間
の
啓
も
う
教
育
活
動
拠
点
と
据
え
な
が
ら
、
人
材
育
成
を
進
め
、
商
業
教
科
書
を
作
り
始
め
た
。
例

え
ば
、
明
治
十
三
年
三
月
に
九
皐
義
塾
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
小
学
読
本
商
業
初
歩
』
は
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
奥
田
栄
世
『
小
学
読
本

農
業
初
歩
』
と
と
も
に
滋
賀
県
の
小
学
校
生
徒
向
け
教
科
書
と
し
て
普
及
し
た
。

　
『
小
学
読
本
商
業
初
歩
』
は
、
協
力
舎
時
代
の
編
集
経
験
を
活
か
し
、
よ
り
実
学
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
目
次
構
成
を
見
る
と
、「
商

業
大
旨
、
商
法
、
賃
借
、
会
社
、
簿
記
、
家
主
、
支
配
人
伴〔
マ
マ
〕頭
、
手
代
丁
稚
、
各
業
」
と
あ
る
。「
賃
借
」
で
は
国
立
銀
行
に
お
け
る
抵

当
権
を
解
説
し
た
り
、「
会
社
」
で
は
株
式
会
社
の
形
態
を
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、
最
新
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
記
述
が
目
立

つ（
（5
（

。
こ
う
し
た
最
新
の
動
向
を
教
授
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
は
、「
近
江
商
人
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
商
人
倫
理
や
商
業
活
動
の
重
要
性
」

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（
（5
（

。
た
だ
し
、
当
時
の
小
学
校
向
け
の
商
業
用
教
科
書
の
傾
向
を
見
る
と
、
髙
田
の
よ
う
な
記
述
を
も

つ
教
科
書
は
少
数
派
で
あ
り
、
大
多
数
の
教
科
書
は
質
素
倹
約
や
取
引
公
正
な
ど
、
商
業
上
の
倫
理
を
説
く
も
の
が
多
い（
（5
（

。
髙
田
の
著
作

は
、
近
世
以
来
の
往
来
物
の
系
譜
を
引
き
つ
つ
も
、
前
述
の
『
自
由
譚
』
の
よ
う
に
、
外
国
の
文
化
も
積
極
的
に
受
容
し
、
彼
自
身
の
思

考
の
中
で
再
解
釈
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
支
援
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
皐
義
塾
は
、
滋
賀
県
内
の
教
科
書
販
売
を
め
ぐ
る
競
争
に
負
け
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

塾
運
営
に
か
か
る
資
金
繰
り
の
悪
化
を
受
け
て
、
明
治
十
四
年
三
月
九
日
に
は
廃
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
滋
賀
県
の
子
弟
教
育
は
主
に
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西
洋
の
事
物
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
、
ほ
か
の
教
育
関
係
書
籍
と
の
競
合
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
競

争
力
が
な
か
っ
た
）
こ
と
な
ど
、
当
時
の
初
等
教
育
を
め
ぐ
る
政
策
転
換
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
資
金
繰
り
の
悪

化
を
招
い
た
背
景
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

塾
の
廃
業
に
よ
っ
て
多
額
の
負
債
を
抱
え
た
髙
田
は
、
明
治
十
四
年
三
月
十
四
日
に
尼
寺
の
曹
洞
宗
幻
住
庵
に
隠
れ
、
九
月
三
日
に
は

旧
縁
を
頼
り
国
分
寺
へ
移
転
す
る
な
ど
、
滋
賀
県
内
を
転
々
と
し
て
借
金
取
り
か
ら
逃
げ
回
る
生
活
を
送
り
始
め
た
。
髙
田
は
国
学
を
考

究
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
和
魂
」を
啓
も
う
す
る
活
動
に
携
わ
る
こ
と
も
で
き
ず
、多
額
の
借
金
を
背
負
っ
て
郷
里
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

髙
田
義
甫
は
、
西
川
吉
輔
に
師
事
し
て
国
学
を
修
め
、「
和
魂
」、
す
な
わ
ち
「
マ
ケ
ジ
ダ
マ
シ
ヒ
」
を
教
え
広
め
る
た
め
に
、
著
述
出

版
業
に
着
手
し
た
国
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
が
設
立
し
た
協
力
舎
は
、「
和
魂
」
を
も
と
に
、「
自
主
自
由
」
や
「
真
正
」
を
追
求
し
、
国
学

考
証
や
啓
も
う
を
行
な
い
、
近
江
商
人
の
行
動
原
理
に
基
づ
く
質
素
倹
約
、
勤
勉
を
謳
い
、
外
国
人
を
登
用
し
て
西
洋
事
物
に
関
す
る
翻

訳
活
動
に
も
あ
た
る
実
験
場
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
髙
田
が
関
わ
っ
た
出
版
物
に
は
、「
自
主
自
由
」「
真
正
」
や
近
江
商
人
の
行
動
原
理
が
ま
じ
り
あ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
「
和
魂
」
の
考
え
が
根
底
に
あ
っ
た
。
髙
田
の
国
学
と
は
大
国
隆
正
の
教
え
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
西

川
吉
輔
を
師
と
し
て
尊
敬
し
た
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
髙
田
は
、
国
学
、
漢
学
、
洋
学
の
考
え
方
を
も
っ
て
啓
も
う
活
動
に
注
力
し

た
た
め
に
、
国
学
の
学
問
的
追
求
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
暗
殺
加
担
容
疑
で
収
監
さ
れ
て
か
ら
、
囚
人
で

あ
り
な
が
ら
も
ほ
か
の
囚
人
た
ち
に
「
遷
善
」
を
説
い
て
、「
和
魂
」
を
啓
も
う
し
よ
う
と
試
み
た
点
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
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こ
う
し
て
見
る
と
、
髙
田
の
様
々
な
挑
戦
は
、
西
川
吉
輔
が
近
く
に
い
な
い
時
に
起
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
川
の
不
在
時
、
髙

田
は
芸
妓
と
相
思
に
な
っ
た
り
、
家
臣
の
暗
殺
に
加
担
し
た
り
、
あ
る
い
は
会
社
を
興
し
た
り
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
時
期
の
髙
田

は
、
出
生
か
ら
三
十
歳
前
後
ま
で
の
若
者
時
代
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
意
味
で
西
川
は
、
髙
田
に
見
ら
れ
た
若
気
の
至
り
を
戒
め
る
保
護
者

的
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
明
治
初
期
に
お
け
る
髙
田
は
、「
自
主
自
由
」（
洋
学
）
や
「
真
正
」（
国
学
）、「
遷
善
」（
漢
学
）
を
説
き
、「
和
魂
」

を
中
心
と
し
て
国
学
、
漢
学
、
洋
学
の
知
見
を
交
え
て
啓
も
う
活
動
に
従
事
し
た
国
学
者
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
自
ら
会
社
を
興
し
て
書

籍
の
編
集
・
校
正
・
出
版
ま
で
手
が
け
た
点
に
お
い
て
は
、
髙
田
は
著
述
出
版
業
の
経
営
者
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
髙
田
は
、
国
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
郷
里
で
新
聞
記
者
や
史
跡
調
査
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
糊
口
を
し
の
い
で

い
く
。
そ
の
間
、
西
川
貞
二
郎
と
中
井
弘
に
そ
の
商
才
を
見
込
ま
れ
て
、
近
江
の
水
産
会
（
明
治
十
五
年
頃
成
立
、
の
ち
に
近
江
水
産
組

合
と
な
る
）
や
大
日
本
帝
国
水
産
会
社
（
明
治
二
十
一
年
成
立
、
ラ
ッ
コ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
猟
業
と
物
産
品
の
荷
為
替
業
を
担
っ
た
会
社
）

の
経
理
部
門
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
明
治
十
年
代
後
半
に
お
け
る
髙
田
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。註

（
1
）　
「
義
甫
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
①
よ
し
な
み
（
近
松
文
三
郎
編
『
髙
田
義
甫
』
近
松
文
三
郎
、
昭
和
六
年
）、
②
よ
し
と
し
（
國
學
院
大
學
日
本
文

化
研
究
所
編
『
和
学
者
総
覧
』
汲
古
書
院
、
平
成
二
年
、
二
一
三
頁
）、
③
ぎ
ほ
（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
十
七
年
五
月
十
八
日
付
、
朝
刊
三
面
彙
報
欄
）
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が
確
認
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
読
み
方
と
そ
の
呼
称
由
来
、
使
用
し
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
近
松
の
『
髙
田
義
甫
』
に
依
拠
し
て
①
を
採
用
し
た
。

（
2
）　

近
江
八
幡
市
史
編
集
委
員
会
編
『
近
江
八
幡
の
歴
史　

第
五
巻　

商
人
と
商
い
』（
近
江
八
幡
市
、
平
成
二
十
四
年
）
一
一
九
頁
。
当
該
記
事
の
執
筆
者

は
木
原
正
亨
氏
。

（
3
）　

中
山
勘
三
編
『
日
觸
の
石
文
』（
中
山
勘
三
、
明
治
二
十
七
年
）。

（
4
）　

現
在
の
国
学
研
究
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
松
本
久
史
「
国
学
研
究
の
将
来
に
よ
せ
て
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
五
十
五
号
、
令
和
五
年
九
月
）

を
参
照
。

（
5
）　

相
澤
み
の
り「
平
田
国
学
の
明
治
─
平
田
胤
雄
と
本
教
教
会
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
』第
五
十
号
、令
和
四
年
三
月
。

（
6
）　

秋
元
信
英
「
明
治
初
年
の
修
史
・
教
科
書
・
国
学
者
」『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
二
十
九
巻
、
平
成
二
十
四
年
三
月
。

（
7
）　

寺
島
宏
貴
「
明
治
期
国
学
者
吉
村
春
峰
の
メ
デ
ィ
ア
史
考
証
─
国
立
公
文
書
館
蔵
「
新
聞
歴
史
」（
一
八
八
〇
）
─
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
四
十
六
号
、

令
和
元
年
九
月
。

（
8
）　

相
澤
み
の
り
「
明
治
の
平
田
家
、
平
田
胤
雄
と
印
行
社
」
山
下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編
『
平
田
篤
胤　

狂
信
か
ら
共
振
へ
』（
法
藏
館
、
令
和
五
年
）
所
収
、

同
「
明
治
初
年
の
平
田
家
と
「
気
吹
舎
蔵
版
」」『
現
代
思
想
』
第
五
十
一
巻
第
十
六
号
、
令
和
五
年
十
二
月
。

（
9
）　

熊
澤
恵
里
子
『
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
─
近
代
学
校
教
育
の
生
成
過
程
─
』（
風
間
書
房
、
平
成
十
九
年
）
第
七
章
・
第

八
章
。

（
10
）　

須
田
努
『
幕
末
社
会
』（
岩
波
書
店
、
令
和
四
年
）
第
三
章
第
四
節
。

（
11
）　

小
林
卓
斎
（
公
秀
）。
京
都
生
ま
れ
。
旧
滝
口
宮
人
小
林
佐
兵
衛
の
二
男
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
生
。
高
倉
竹
屋
町
南
に
居
住
。
貫
名
海
屋
か
ら
書

法
を
学
ぶ
。

（
12
）　

山
中
静
逸
（
信
天
翁
）。
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
─
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
。
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
の
豪
農
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
伊
藤
拙

堂
か
ら
漢
学
を
学
ぶ
。
安
政
の
大
獄
で
は
修
学
院
村
へ
逃
げ
、
の
ち
に
岩
倉
具
視
に
仕
え
る
。
鳥
羽
伏
見
の
闘
い
で
は
朝
廷
側
の
食
糧
・
軍
事
費
の
調
査

に
あ
た
り
、
明
治
新
政
府
で
は
現
在
の
宮
城
県
に
あ
た
る
諸
県
の
知
事
職
を
歴
任
し
た
。

（
13
）　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
歴
史
で
読
む
国
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
令
和
四
年
）
一
八
〇
─
一
八
一
頁
。

（
14
）　

前
掲
『
和
学
者
総
覧
』、
五
二
四
頁
、
小
林
正
彰
『
西
川
吉
輔
』（
西
川
吉
輔
顕
彰
会
、
昭
和
四
十
六
年
）
二
九
頁
、
武
知
正
晃
「
維
新
前
後
の
平
田
派
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国
学
者
の
地
域
活
動
」（
博
士
論
文
、
立
命
館
大
学
、
平
成
十
二
年
）。

（
15
）　

前
掲
『
西
川
吉
輔
』、
二
八
─
二
九
頁
。
本
書
に
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
本
つ
教
」
は
、
近
江
八
幡
の
真
崎
重
右
衛
門
が
所
蔵
し
て
い
た
と
あ
る
が
、

現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

（
16
）　

田
畑
真
美
「「
本
つ
学
び
」
考
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
五
十
八
号
、
平
成
二
十
五
年
二
月
。

（
17
）　

大
国
隆
正
著
、
野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
国
隆
正
全
集
』
第
三
巻
（
有
光
社
、
昭
和
十
三
年
）
六
頁
、
南
啓
治
「
大
國
隆
正
「
和
魂
」
考
」『
國
學
院
雑
誌
』

第
七
十
三
巻
第
六
号
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
。

（
18
）　

髙
田
義
甫
『
大
日
本
帝
国
人
義
務
指
掌
』（
髙
田
義
甫
、
明
治
十
一
年
）
第
三
章
。

（
19
）　

髙
田
が
平
田
家
に
入
門
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
近
松
は
文
久
三
年
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
前
掲
『
髙
田
義
甫
』、
一
〇
頁
）、
平
田
織
瀬
「
金
銀
入
覚
帳
」

に
は
、
文
久
四
年
十
月
二
十
一
日
付
で
髙
田
が
平
田
家
に
入
門
し
、
金
銭
（
入
門
料
と
見
ら
れ
る
）
を
納
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
宮
地
正
人
編
『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
一
四
六
集　

平
田
国
学
の
再
検
討
（
三
）』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
二
十
一
年
、
一
九
六
頁
）。
こ
の
帳
簿
に
基
づ
き
、

本
稿
は
髙
田
入
門
の
時
期
を
文
久
四
年
と
推
定
し
た
。

（
20
）　

西
川
は
自
身
の
教
え
子
が
門
人
登
録
さ
れ
た
際
、「
○
○
迺
舎
」
の
号
を
与
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
口
祀
善
は
安
政
三
年
か
ら
西
川
に
師
事
し
、
没
後

門
人
と
な
っ
た
の
ち
、
万
延
元
年
よ
り
「
由
良
迺
舎
」
と
称
し
た
（
前
掲
『
西
川
吉
輔
』、
二
九
─
三
〇
頁
）。

（
21
）　

前
掲
『
髙
田
義
甫
』
二
〇
─
二
五
頁
。

（
22
）　

前
掲
『
髙
田
義
甫
』
二
九
頁
。

	

最
上
家
は
、
出
羽
国
山
形
を
治
め
る
大
名
家
で
あ
り
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
に
御
家
騒
動
に
よ
っ
て
近
江
・
三
河
一
万
石
へ
転
封
。
の
ち
に
五
千
石

を
返
上
し
、
近
江
国
蒲
生
、
愛
智
、
甲
賀
五
千
石
を
所
有
し
た
（
大
森
に
居
を
定
め
た
の
は
明
暦
元
〈
一
六
五
五
〉
年
）。

（
23
）　

奈
良
勝
司
「「
尊
王
」
と
「
佐
幕
」
は
対
立
軸
で
は
な
か
っ
た
？
」
町
田
明
広
編
『
幕
末
維
新
史
へ
の
招
待
』（
山
川
出
版
社
、
令
和
五
年
）
第
三
章
所
収
。

（
24
）　

前
掲
『
大
日
本
帝
国
人
義
務
指
掌
』、
二
〇
頁
。

（
25
）　

阪
本
是
丸
『
明
治
維
新
と
国
学
者
』（
大
明
堂
、
平
成
五
年
）
第
七
章
。

（
26
）　

武
知
正
晃
「
西
川
吉
輔
直
筆
書
状
の
翻
刻
と
紹
介
（
第
二
回
）
～
明
治
四
年
の
西
川
吉
輔
～
」『
立
命
館
文
学
』
第
五
百
九
十
五
号
、
平
成
十
八
年
七
月
、

同
「
西
川
吉
輔
直
筆
書
状
の
翻
刻
と
紹
介
（
第
三
回
）
～
長
崎
時
代
の
西
川
吉
輔　

そ
の
一
～
」『
立
命
館
文
学
』
第
六
百
九
一
号
、
平
成
十
九
年
八
月
。
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（
27
）　
「
解
説
」
田
中
ち
た
子
・
田
中
初
夫
編
『
家
政
学
文
献
集
成
続
編 

明
治
期
第
七
冊
』（
渡
辺
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
）
所
収
、
山
口
康
助
「
明
治
日
本
の

肖
像
（
二
）
─
「
大
和
な
で
し
こ
」
の
形
成
と
「
女
大
学
」
─
」『
帝
京
法
学
』
第
十
七
巻
第
一
号
、
平
成
元
年
九
月
。

（
28
）　

前
掲
『
髙
田
義
甫
』
六
五
・
七
四
・
八
七
・
八
九
頁
。
協
力
舎
は
明
治
三
年
末
に
開
設
し
た
と
あ
る
が
、
髙
田
が
設
立
し
た
の
は
協
力
義
社
で
あ
り
、
そ
の

設
立
年
は
明
治
六
年
五
月
で
あ
る
。

	

明
治
六
年
一
月
十
三
日
付
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
髙
田
義
甫
届
書
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
六
年
弐
冊
之
内　

諸
会
社
綴
込　

壱
」〈
配
架
番

号
：606. D

8. 01 

〉
所
収
）
に
は
、
弘
福
寺
と
海
雲
寺
の
二
か
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
協
力
舎
の
敷
地
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
前
者
は

髙
田
の
居
宅
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
会
社
の
所
在
地
は
、
明
治
六
年
十
二
月
に
は
浅
草
栄
久
町
三
十
七
番
地
海
雲
寺
内
に
あ
っ
た
。

（
29
）　

明
治
六
年
五
月
付
（
日
付
欠
）
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
髙
田
義
甫
請
願
書
「
以
書
面
御
願
申
上
候
」（「
明
治
六
年
弐
冊
之
内　

諸
会
社
綴
込　

壱
」

所
収
）。

（
30
）　

前
掲
『
髙
田
義
甫
』
七
七
─
七
八
頁
。

（
31
）　

芹
川
博
通
「
近
世
近
江
商
人
に
み
ら
れ
る
宗
教
的
経
済
倫
理
の
研
究
」（
博
士
学
位
論
文
、
大
正
大
学
、
平
成
七
年
）。

（
32
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
近
松
は
、協
力
舎
の
目
的
は「
無
産
無
力
の
窮
生
を
し
て
容
易
に
学
習
し
、志
あ
り
て
果
さ
ゞ
る
の
学
者
を
も
し
て
宿
望
を
遂
げ
し
め
」

る
た
め
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
『
髙
田
義
甫
』
九
〇
頁
）。

（
33
）　

協
力
社
調
製
「
規
則
書
」、「
明
治
六
年
弐
冊
之
内　

諸
会
社
綴
込　

壱
」
所
収
。

（
34
）　

前
掲
『
髙
田
義
甫
』
九
二
─
九
三
頁
。

（
35
）　

高
田
市
教
育
会
編
『
高
田
市
史
』（
新
潟
県
高
田
市
教
育
会
、
大
正
三
年
）
一
八
〇
・
二
八
二
頁
。

（
36
）　

明
治
七
年
五
月
十
日
付
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
協
力
社
社
長
髙
田
義
甫
、
第
五
大
区
小
五
区
長
塩
原
昌
之
助
請
願
書
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
明

治
七
年
管
内
諸
願
伺　

外
国
人
傭
入　

舩
免
状　

上
」（
配
架
番
号
：606.B4.02

）
所
収
。

（
37
）　

熊
澤
恵
里
子
『
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
─
近
代
学
校
教
育
の
生
成
過
程
─
』（
風
間
書
房
、
平
成
十
九
年
）
第
八
章
。

（
38
）　

髙
田
義
甫
著
、
伊
藤
桂
州
筆
『
自
由
譚
』（
協
力
舎
、
明
治
七
年
）
序
文
。

	

　
「
自
主
自
由
」
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
の
髙
田
の
関
連
著
作
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
。
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
に
あ
る
「
自
由
」

か
ら
着
想
を
得
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
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（
39
）　

榊
祐
一
「
明
治
前
期
の
言
説
空
間
と
近
代
詩
の
〈
誕
生
〉
─
「
新
體
詩
抄
初
編
」
を
軸
と
し
て
─
」（
博
士
論
文
、
北
海
道
大
学
、
平
成
十
三
年
）。

（
40
）　

前
掲
、
明
治
七
年
五
月
十
日
付
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
協
力
社
社
長
髙
田
義
甫
、
第
五
大
区
小
五
区
長
塩
原
昌
之
助
請
願
書
。

（
41
）　

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
七
年
院
省
傭
外
国
人
名
簿　

附
自
費
傭
」（
配
架
番
号
：604.D

3.09

）。

（
42
）　

大
国
隆
正
著
、
野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
国
隆
正
全
集
』
第
一
巻
（
有
光
社
、
昭
和
十
二
年
）
二
九
─
三
〇
頁
。

（
43
）　

以
下
、
髙
田
義
甫
編
『
新
聞
摘
要
』
巻
一
、
巻
二
（
東
京
香
芸
堂
、
明
治
五
年
）
の
目
次
、
各
項
目
の
見
出
し
を
参
照
。

（
44
）　

寺
島
宏
貴
「「
官
許
・
官
准
」
新
聞
の
成
立
と
機
能
─
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
刊
『
中
外
新
聞
』
を
軸
に
─
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
第
九
号
、

平
成
二
十
二
年
九
月
。

（
45
）　

木
野
主
計
「
明
治
期
に
お
け
る
往
来
物
に
つ
い
て
」『
図
書
館
学
会
年
報
』
第
二
十
巻
第
二
号
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
。

（
46
）　

な
お
、『
校
正
王
代
一
覧
』
は
、
大
阪
府
の
新
誉
治
が
編
纂
し
た
『
王
代
一
覧
』
の
「
偽
版
」
で
は
な
い
か
と
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
訴
状
に
よ
る

と
、「
偽
版
」
と
見
な
す
理
由
は
、『
王
代
一
覧
』
の
押
絵
が
協
力
舎
の
『
校
正
王
代
一
覧
』
で
勝
手
に
使
わ
れ
た
た
め
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
髙
田
は
、

『
校
正
王
代
一
覧
』
は
明
治
六
年
二
月
中
に
政
府
当
局
か
ら
発
行
許
可
を
得
た
書
籍
で
あ
る
と
述
べ
て
証
拠
書
類
を
示
し
、
こ
の
訴
え
を
事
実
無
根
で
あ

る
と
し
て
退
け
た
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
府
県
裁
判
所
・
東
京
鎮
台
往
復
」〈
配
架
番
号
：606.D

3.03-02

〉
第
五
十
六
号
文
書
）。

（
47
）　

宮
武
外
骨
『
文
明
開
化
』
第
四
巻
、
裁
判
篇
（
半
狂
堂
、
大
正
十
五
年
）
一
四
─
一
五
頁
。

（
48
）　

滋
賀
県
蒲
生
郡
編
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
八
（
蒲
生
郡
、
大
正
十
一
年
）
九
〇
三
─
九
〇
八
頁
。

（
49
）　

平
松
照
忠
編
『
検
察
事
務
要
件
彙
纂
』（
坂
上
半
七
、
明
治
十
一
年
）
二
六
─
二
七
頁
。

（
50
）　

膳
所
監
獄
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
代
官
小
野
惣
右
衛
門
が
大
津
石
橋
街
に
建
て
た
遊
郭
を
起
源
に
も
つ
。
明
治
五
年
に
滋
賀
県
に
移
管
さ
れ
、

膳
所
城
跡
を
滋
賀
県
地
方
税
で
買
収
す
る
と
、
城
跡
を
使
っ
て
監
獄
を
新
築
。
の
ち
に
こ
の
監
獄
は
明
治
十
八
年
六
月
二
十
八
日
に
滋
賀
県
膳
所
監
獄
へ

改
称
さ
れ
た
（
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
・
真
宗
大
谷
派
本
願
寺
編
『
日
本
監
獄
教
誨
史
』
上
巻
、
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
・
真
宗
大
谷
派
本
願
寺
、
昭
和

二
年
、
六
九
一
頁
）。

（
51
）　

髙
田
義
甫
『
勧
善
義
解
』（
勧
善
舎
、
明
治
十
一
年
）
一
─
三
・
二
六
─
二
八
頁
。

（
52
）　

西
川
太
治
郎
編
『
御
大
礼
記
念　

な
が
ら
の
さ
く
ら
』（
西
川
太
治
郎
、
昭
和
二
年
）
一
二
〇
頁
。

（
53
）　

中
山
勘
三
「
髙
田
義
甫
君
伝
」（
前
掲
『
日
觸
の
石
文
』
所
収
）、
前
掲
『
日
本
監
獄
教
誨
史
』
上
巻
七
〇
三
頁
。
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（
54
）　

髙
田
義
甫
『
小
学
読
本
商
業
初
歩
』（
九
皐
義
塾
、
明
治
十
三
年
）。

（
55
）　
「
表
紙
解
説　

髙
田
義
甫
の
商
業
教
科
書
─
『
小
学
読
本　

商
業
初
歩
』
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
」
滋
賀
大
学
広
報
室
編
『
滋
賀
大
学
広
報
誌　

し

が
だ
い
』
第
三
十
九
号
、
滋
賀
大
学
、
平
成
二
十
六
年
四
月
。

（
56
）　

片
岡
信
之
「
明
治
初
期
の
商
業
諸
学
」『
龍
谷
大
学
経
済
経
営
論
集
』
第
二
十
四
巻
第
二
号
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
、
同
「
明
治
初
期
の
商
業
諸
学
（
続
）」

『
龍
谷
大
学
経
済
経
営
論
集
』
第
二
十
四
巻
第
三
号
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
。


